




　絵画部門については、小学校や中学校、特別支援学校、絵画教室、個人から、総数 2764 点の応募がありました。
　子どもたちの作品は、技法や画材も様々でした。のびのびとした線で描かれた線路、家族でみた花火、和歌山の風景、丁寧に描
かれたイラスト、迫力のあるお祭りなど、素敵な作品がたくさんありました。この中から、制作者自身の思いのつまった優れた作
品を入賞作品として選んでいます。美術館でご覧いただければ幸いです。

（丁子　かおる／和歌山大学准教授）

絵 画

＜作者コメント＞
　おばあちゃんの友だちの先生に一年くらい絵を教えてもらっています。ぼくは楽しくてワクワクする様な絵を
みんなに見てもらえたらいいなと思いながらかいた。みらいの人たちがたくさん住んでいる楽しいまち。こんな
まちに住みたいと思いながら一生けん命、楽しくかいた。自由に楽しくかけたから、しんさしてくれた人たちに
もその気持ちがつたわったんだ !! と思った。
　ありがとうございました。さいゆうしゅうしょう、メッチャうれしい !!!!

●●● 最優秀賞 ●●●

楽しいまち
西端　勇人（小 3・岩出市）
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●●● 優 秀 賞●●●

くわがたむしとせみ
酒本　優心（小 1・御坊市）

きゅうりがとれた
西端　寿成（小 4・御坊市）
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海 ‒ すいすい
田中　萌々香（小 6・和歌山市）

つれもておどろらよ
中村　日向（中 2・和歌山市）
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うしつき
芳野　駿太（小 1・和歌山市）

将来の夢
田村　優弥（小 2・和歌山市）

きれいだよ　あじさい
石井　遥（小 2・田辺市）

●●● 特 別 賞●●●

地球の平和へ
本田　圭梨奈（小 2・和歌山市）

未来の家
石井　優名（小 3・橋本市）
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カメキチ
湯川　明彩（小 2・日高郡日高川町）

さかなやさん
山田　知歩（小 3・御坊市）

新しい和歌山～京奈和自動車道ができる
廣橋　昌依（小 4・紀の川市）

口をあけている自分の顔
伊藤　美（小 3・御坊市）

仏像見物
芳野　遥夢（小 4・和歌山市）
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海の電車と踏切
大平　隆広（小 6・和歌山市）

アマゴ
﨑山　雅生（小 5・日高郡日高町）

黒江のぬりもの館
田中　拓海（小 5・海南市）

ひまわり
土生　陽香（中 1・和歌山市）

かずら橋
矢渡　茜（小 5・和歌山市）

− 6 −



海の仲間
冨松　建志（小 6・紀の川市）

働く父の手
森本　千晴（小 6・御坊市）

日曜日のなすカレー
坂上　舞香（中 3・田辺市）

道成寺三重塔
古部　了大（中 1・日高郡日高川町）
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かばくん
譽田　朋弘（中 2・和歌山市）

Where is my heart
北端　洸太郎（中 2・和歌山市）

space-time ship
志茂　晃輔（中 3・和歌山市）
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美しい空
瀬戸　なずな（小 4・岩出市）

　第 1 回和歌山県ジュニア美術展覧会の開催に、まず敬意を表します。県が率先して芸術文化の向上、とりわけジュニアを対象
とすることの未来への効果は計り知れないものと思います。子供達にとっても県主催は一番の励みに違いありません。
　第 1 回展の出品作は 1900 点に迫る多数の方々が参加し、作品のレベルの高さに只々驚かされました。入賞・入選作は日頃の錬
磨が見て取れ見事なものでした。惜しくも選外となった作も多数の力作があったことを付け加えます。

（北野　攝山／毎日書道会総務）

書

＜作者コメント＞
　このような最優秀賞というすばらしい
賞をいただきありがとうございます。受
賞がわかったときは、とび上がってよろ
こびました。最優秀賞をいただけたのも、
書道教室の田端先生やアドバイスしてく
ださった方々のおかげです。また、うま
く書けない時や調子が出ない時には友だ
ちがはげましてくれました。友だちにも、
とても感しゃしています。
　これからも、この受賞をはげみにして
練習していきます。ありがとうございま
した。

●●● 最優秀賞 ●●●
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手まり
津村　千尋（小 2・和歌山市）

元気な子
粉川　珠羽（小 4・岩出市）

●●● 優 秀 賞 ●●●
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鳥歌花舞
的場　琴海（小 6・和歌山市）

与謝野晶子の歌
薗田　玲華（中 3・和歌山市）
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●●● 特 別 賞 ●●●

ひかり
川口　莉央（小 1・和歌山市）

けしき
佐原　美桜（小 1・有田市）

まつり
滝　天乃（小 1・有田郡有田川町）

つながり
粉川　隼汰（小 2・岩出市）

ふじの光
新宅　彩耶香（小 2・和歌山市）
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力だめし
滝　悠乃（小 3・有田郡有田川町）

山ざくら
玉置　未桜（小 3・有田市）

生きる力
野上　正登（小 3・海南市）

大切な手
上山　真葵（小 4・有田市）

健全な心
石井　裕一朗（小 5・有田市）

− 13 −



大海の光
岩﨑　梨好（小 5・有田市）

夢と感動
岩橋　佳音（小 5・和歌山市）

満面の笑
小西　那々花（小 6・有田市）

飛雪風花
近藤　奈結（小 6・和歌山市）

梅花春光
岩橋　永実（中 1・和歌山市）
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富岳祥雲
大浦　瑞季（中 1・和歌山市）

探求の精神
手島　千奈（中 2・日高郡日高川町）

四海生春風
深瀬　寧々（中 2・有田郡有田川町）

道法自然
兼平　佳穂（中 3・日高郡美浜町）

宇宙の神秘
龍神　紀花（中 3・日高郡美浜町）
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　立体部門の応募総数は約 130 点となり、審査会場の机には作品がところ狭しと並べられました。
　作品も多岐に渡り、紙粘土による飛行機や鯨、色鮮やかなオブジェや昆虫標本などがありました。また、フィギュアやダンボー
ルと針金による彫刻、紙製のレーシングカーなど意表をつくものもあって多彩です。卵の殻の内側に絵を描いたものや玩具のゲー
ム機など、工芸や工作といえるものも多数あり、その表現の幅の広さに、審査員は時々困り果ててしまったくらいです。
　それでも総じて、優れた作品が集まり楽しい展覧会となるように思います。　　　　　　（岡本　康明／京都造形芸術大学教授）

立 体

●●● 最優秀賞 ●●●

＜作者コメント＞
　ハヌマンは、太陽と遊んでみたくなって、手をのばしました。それを見て、インドラが太陽を守ろうとハヌマンを
気絶させました。
　これは、私が作品の題材にした、インドの昔話「ラーマーヤナ」と言う話の一部です。
　私の作品は、ペットボトルに新聞紙と洗たくのりをまぜた紙ねんどをはりつけたものです。色は、インドの暑い太
陽を連想させるようなあざやかな色を使いました。太陽は、偉大さを表現したかったので、大きめに作りました。

太陽をほしがるハヌマンとそれをとめるインドラ
西本　朱里（小 6・和歌山市）
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きょうりゅう
佐々木　悠成（小 2・紀の川市）

夏の思い出
芝　七華（小 4・橋本市）

●●● 優 秀 賞 ●●●
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木
長谷　風希（小 6・紀の川市）

キスツスの悪魔
工藤　邦月（中 3・和歌山市）
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●●● 特 別 賞 ●●●

ガンバレ！もうすこし、もうすこし。
濱口　姫生（小 5・田辺市）

まどなしひこうき
平原　亘（小 1・和歌山市）

空飛ぶくじら
前地　泰杜（小 3・和歌山市）

七輪陶芸－メンダコ灯－
川口　陽樹（中 1・西牟婁郡上富田町）

世界最速小物入れ
下出　将人（小 5・有田郡広川町）

ぼくの捕りたいものコレクション
﨑山　太郎（小 2・有田郡広川町）
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主催：和歌山県
共催：和歌山県教育委員会・和歌山県立近代美術館・和歌山県美術家協会・毎日新聞社和歌山支局・
　　　一般財団法人 和歌山県文化振興財団・橋本市・新宮市・上富田町
協賛：公益財団法人 大桑教育文化振興財団
協力：和歌山県美育連盟・和歌山県書写教育研究会　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （順不同）

出品点数入賞・入選数 最優秀賞 優 秀 賞 特 別 賞 入　　選

絵　画 306 1 4 22 279 2,764

書 201 1 4 20 176 1,897

立　体 31 1 4 6 20 126

合　計 538 3 12 48 475 4,787

絵画
鈴木　源二（洋画家） 丁子かおる（和歌山大学准教授） 岡本　康明（京都造形芸術大学教授）

書
安原　石楠（書家） 福光　幽石（奈良教育大学教授） 北野　攝山（毎日書道会総務）

立体
橋本　和明（彫刻家） 丁子かおる（和歌山大学准教授） 岡本　康明（京都造形芸術大学教授）

審 査 員

第 1 回和歌山県ジュニア美術展覧会 応募・入賞・入選状況


